
は

じ

め

に

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
般
入
試
に
せ
よ
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
せ
よ
、
大
学
・
短
大
に
合

格
す
る
た
め
に
必
要
な
「
小
論
文
」
を
書
く
力
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
論
文
問
題
で
求
め
ら
れ
る
記
述
力
は
、
体
験
に
基
づ
い
て
感
想
や
想
い
を
個
性
的

に
書
く
作
文
と
は
違
い
、
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
、
か
つ
説

得
力
の
あ
る
内
容
で
書
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
本
を
忠
実
に
守
り
な
が
ら
、
与

え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
自
分
な
り
に
考
え
、
適
切
な
用
語
を
使
い
、
筋
道
を
立
て
た
わ
か
り
や

す
い
文
章
で
実
際
に
書
く
練
習
を
繰
り
返
し
積
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
近
年
の
小
論
文
間
題
に
則
し
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
よ

い
の
か
を
基
本
か
ら
入
試
実
践
レ
ベ
ル
ま
で
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
設
問
の
形
式
ご
と
に
、
そ
の
説
明
に
従
っ
て
自
分
自
身
で
考
え
、
か
つ
実
際
に

原
稿
用
紙
に
書
く
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
行
い
ま
す
の
で
、
記
述
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
間
題
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
・
考
え
を

も
つ
こ
と
が
自
然
と
身
に
つ
き
ま
す
の
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
大
い
に
役
に
立
つ
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

・
テ
キ
ス
ト
の
構
成

　「
導
入
編
」「
基
礎
編
」「
入
試
実
践
編
」「
志
望
理
由
書
の
書
き
方
編
」「
挑
戦
課
題
編
」

の
５
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
導
入
編
」
５
講
座
「
基
礎
編
」
10
講
座
「
入
試
実
践
編
」
９
講
座

　
各
講
座
の
最
初
に
「
学
習
の
ね
ら
い
」
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
目
標
に
学
習
を

進
め
ま
す
。
各
講
座
の
最
後
に
は
、
指
示
に
従
っ
て
自
分
で
実
際
に
書
く

課
題

添
削

が
つ

い
て
い
ま
す
。

「
志
望
理
由
書
の
書
き
方
編
」
１
講
座

　
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
で
求
め
ら
れ
る
志
望
理
由
書
の
書
き
方
を
解
説
し
ま
す
。

課
題

添
削

で

実
際
に
志
望
理
由
書
を
書
き
ま
す
。

「
挑
戦
課
題
編
」
８
講
座

　
小
論
文
の
演
習
で
す
。
１
～
７
講
座
は
あ
る
程
度
長
い
文
章
を
読
ん
で
取
り
組
む
小
論
文

が

課
題

添
削

と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
講
座
は
テ
ー
マ
型
小
論
文
の

課
題

添
削

を
３
題
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
講
座
に

課
題

添
削

が
つ
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
自
分
自
身
で
原
稿
用
紙
に
書
く

こ
と
で
記
述
力
を
養
成
し
ま
す
。

※

課
題

添
削

は
全
て
添
削
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

導

　入

　編

…
…
小
論
文
の
基
本
的
な
書
き
方
を
確
認
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㆘

基

　礎

　編

…
…�

い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
の
小
論
文
問
題
へ
の
対
応
の
し
か
た
を
具

体
的
に
学
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㆘

入
試
実
践
編

…
…�

過
去
の
小
論
文
を
取
り
上
げ
、
実
際
に
ど
う
書
け
ば
合
格
答
案
に

な
る
の
か
を
知
り
、
実
践
的
な
力
を
養
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㆘

志
望
理
由
書
の
書
き
方
編

…
…
志
望
理
由
書
の
基
本
的
な
書
き
方
を
確
認
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㆘

挑
戦
課
題
編

…
…
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
実
際
に
小
論
文
を
書
き
ま
す
。

・
添
削
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

課
題

添
削

の
ア
イ
コ
ン
が
つ
い
て
い
る
問
題
は
添
削
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
はU

RL

：http://ckt-hanbai.co.jp/tensakukouza-guide/

よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

お
申
込
み
は
塾
・
教
室
単
位
と
な
り
ま
す
。
個
人
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
。

は
じ
め
に 

  

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
般
入
試
に
せ
よ
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
せ
よ
、
大
学
・
短
大
に
合
格

す
る
た
め
に
必
要
な
「
小
論
文
」
を
書
く
力
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
論
文
問
題
で
求
め
ら
れ
る
記
述
力
は
、
体
験
に
基
づ
い
て
感
想
や
想
い
を
個
性
的
に
書
く
作

文
と
は
違
い
、
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
、
か
つ
説
得
力
の
あ
る

内
容
で
書
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
本
を
忠
実
に
守
り
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
を
自
分
な
り
に
考
え
、
適
切
な
用
語
を
使
い
、
筋
道
を
立
て
た
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
実
際

に
書
く
練
習
を
繰
り
返
し
積
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
近
年
の
小
論
文
間
題
に
則
し
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
よ
い

の
か
を
基
本
か
ら
入
試
実
践
レ
ベ
ル
ま
で
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
設
問
の
形
式
ご
と
に
、
そ
の
説
明
に
従
っ
て
自
分
自
身
で
考
え
、
か
つ
実
際
に
原
稿
用

紙
に
書
く
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
行
い
ま
す
の
で
、
記
述
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
間
題
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
・
考
え
を
も

つ
こ
と
が
自
然
と
身
に
つ
き
ま
す
の
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
大
い
に
役
に
立
つ
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。 

  
・
テ
キ
ス
ト
の
構
成 

「
導
入
編
」「
基
礎
編
」「
入
試
実
践
編
」「
志
望
理
由
書
の
書
き
方
編
」「
挑
戦
課
題
編
」
の
５

部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
導
入
編
」
５
講
座
「
基
礎
編
」
１
０
講
座
「
入
試
実
践
編
」
９
講
座 

各
講
座
の
最
初
に
「
学
習
の
ね
ら
い
」
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
目
標
に
学
習
を
進
め

ま
す
。
各
講
座
の
最
後
に
は
、
指
示
に
従
っ
て
自
分
で
実
際
に
書
く
「
課
題
」
が
つ
い
て
い
ま

す
。 

 

「
志
望
理
由
書
の
書
き
方
編
」
１
講
座 

AO

入
試
な
ど
で
求
め
ら
れ
る
志
望
理
由
書
の
書
き
方
を
解
説
し
ま
す
。
「
課
題
」
で
実
際
に

志
望
理
由
書
を
書
き
ま
す
。 

 

「
挑
戦
課
題
編
」
８
講
座 

小
論
文
の
演
習
で
す
。
１
～
７
講
座
は
あ
る
程
度
長
い
文
章
を
読
ん
で
取
り
組
む
小
論
文
が

「
課
題
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
講
座
は
テ
ー
マ
型
小
論
文
の
「
課
題
」
を
３
題
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。 

  

す
べ
て
の
講
座
に
「
課
題
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
自
分
自
身
で
原
稿
用
紙
に
書
く
こ

と
で
記
述
力
を
養
成
し
ま
す
。 

※
「
課
題
」
は
全
て
添
削
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

  

導
入
編
…
…
小
論
文
の
基
本
的
な
書
き
方
を
確
認
し
ま
す
。 

← 基
礎
編
…
…
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
の
小
論
文
問
題
へ
の
対
応
の
し
か
た
を
具
体
的
に
学
び

ま
す
。 

← 入
試
実
践
編
…
…
過
去
の
小
論
文
を
取
り
上
げ
、
実
際
に
ど
う
書
け
ば
合
格
答
案
に
な
る
の
か

を
知
り
、
実
践
的
な
力
を
養
い
ま
す
。 

← 志
望
理
由
書
の
書
き
方
講
座
…
…
志
望
理
由
書
の
基
本
的
な
書
き
方
を
確
認
し
ま
す
。 

← 挑
戦
課
題
編
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
実
際
に
小
論
文
を
書
き
ま
す
。 

  

・
添
削
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

「
課
題
」
の
ア
イ
コ
ン
が
つ
い
て
い
る
問
題
は
添
削
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
はU

RL

：http://ckt-hanbai.co.jp/tensakukouza-guide/

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
左
のQ

R

コ
ー
ド
か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。 

※
お
申
込
み
は
塾
・
教
室
単
位
と
な
り
ま
す
。
個
人
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
。 
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第
1
部
　導
入
編

1
　小
論
文
の
書
き
方
の
基
礎

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
4

小
論
文
で
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
を
把
握
す
る

小
論
文
の
基
礎
的
な
書
き
方
を
把
握
す
る

2
　わ
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
文
章
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
8

小
論
文
の
頻
出
テ
ー
マ
を
確
認
す
る

わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
文
章
を
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
把
握
す
る

記
号
や
数
字
の
使
い
方
・
書
き
方
を
理
解
す
る

3
　段
落
構
成
を
考
え
て
答
案
を
つ
く
る

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
12

文
章
を
作
成
す
る
手
順
を
学
ぶ

制
限
字
数
に
合
わ
せ
た
段
落
構
成
の
し
か
た
を
把
握
す
る

頭
括
型
・
尾
括
型
・
双
括
型
に
つ
い
て
理
解
す
る

4
　出
題
の
意
図
を
と
ら
え
て
答
案
を
つ
く
る

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
16

出
題
意
図
の
と
ら
え
方
を
学
ぶ

考
え
方
の
基
礎
を
把
握
す
る

論
理
的
な
考
え
方
を
学
ぶ

5
　答
案
構
成
メ
モ
を
つ
く
る

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
20

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
用
い
て
答
案
構
成
メ
モ
を
つ
く
る

原
稿
用
紙
の
使
い
方
を
確
認
す
る

第
2
部
　基
礎
編

1
　賛
成
・
反
対
を
問
う
問
題
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
24

賛
否
を
問
う
問
題
の
書
き
方
の
パ
タ
ー
ン
を
把
握
す
る

「
意
見
→
反
論
→
再
反
論
」
の
パ
タ
ー
ン
を
身
に
つ
け
る

2
　「〜
に
つ
い
て
」
型
の
出
題
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
28

「
一
行
問
題
」
の
書
き
方
の
パ
タ
ー
ン
を
把
握
す
る

題
材
を
選
択
・
限
定
し
て
答
案
を
書
く

3
　「〜
と
…
」
型
の
出
題
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
32

「
～
と
…
」
型
の
書
き
方
の
パ
タ
ー
ン
を
把
握
す
る

二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ど
う
関
連
す
る
か
を
考
え
る

4
　コ
メ
ン
ト
型
出
題
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
36

コ
メ
ン
ト
型
出
題
を
書
く
パ
タ
ー
ン
を
把
握
す
る

コ
メ
ン
ト
か
ら
出
題
者
の
問
題
意
識
を
読
み
取
る

出
題
者
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
た
答
案
を
作
成
す
る

5
　キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
40

キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
た
問
題
の
書
き
方
を
把
握
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
相
互
の
関
連
を
把
握
す
る

6
　複
数
の
課
題
文
を
読
ん
で
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
44

複
数
の
課
題
文
を
読
ん
で
書
く
パ
タ
ー
ン
を
学
習
す
る

二
つ
の
課
題
文
の
関
係
を
読
み
取
る

二
つ
の
課
題
文
の
関
係
か
ら
、
解
答
の
方
向
性
を
導
き
出
す



7
　課
題
文
を
読
ん
で
要
約
・
論
述
す
る
問
題
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
48

課
題
文
の
主
張
を
読
み
解
く
方
法
を
学
習
す
る

要
約
の
方
法
を
学
習
す
る

8
　要
約
と
自
由
論
述
の
問
題
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
54

課
題
文
を
要
約
し
、
自
由
に
論
述
す
る
パ
タ
ー
ン
を
学
習
す
る

要
約
を
踏
ま
え
た
論
述
の
し
か
た
を
学
習
す
る

9
　統
計
資
料
を
読
ん
で
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
58

「
表
」
や
「
グ
ラ
フ
」
の
数
値
の
読
み
方
を
把
握
す
る

「
表
」
や
「
グ
ラ
フ
」
の
解
釈
の
し
か
た
を
把
握
す
る

⓾
　抽
象
的
な
課
題
を
書
く

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
64

抽
象
的
な
課
題
の
書
き
方
を
把
握
す
る

抽
象
的
な
こ
と
を
具
体
的
に
書
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
つ
け
る

第
3
部
　入
試
実
践
編

1
　グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
異
文
化
理
解

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
68

2
　ま
ち
づ
く
り
と
地
域
振
興

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
72

3
　科
学
研
究
と
効
率
性

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
76

4
　男
女
共
同
参
画
社
会

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
80

5
　弱
く
て
、
か
っ
こ
悪
い
自
分
へ

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
84

6
　翻
訳
と
辞
書
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
88

7
　労
働
力
人
口
の
推
移

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
92

8
　高
校
生
に
覚
醒
剤
を
使
用
す
る
自
由
は
あ
る
か

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
96

9
　私
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
100

第
4
部
　志
望
理
由
書
の
書
き
方
編

1
　志
望
理
由
書
書
き
方
講
座

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
104

第
5
部
　挑
戦
課
題
編

1
　義
務
教
育
に
つ
い
て

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
106

2
　「扉
」
の
大
切
さ

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
108

3
　真
実
を
見
つ
け
る
た
め

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
110

4
　科
学
者
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
112

5
　優
し
い
関
係

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
114

6
　現
代
人
と
土
と
の
関
わ
り

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
116

7
　日
本
の
福
祉
に
は
何
が
必
要
か

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
118

8
　テ
ー
マ
型
小
論
文

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
120

高
校
生
活
で
得
た
こ
と

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト

日
本
人
の
国
民
性



第 1部　導入編　4

第
1
部

　導
入
編

小
論
文
の
書
き
方
の
基
礎

1

1 

小
論
文
で
は
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

小
論
文
と
は
「
意
見
文
」
で
あ
る

2 

小
論
文
の
書
き
方
の
基
礎

⃝

こ
の
課
の
ね
ら
い
⃝

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
1

SAM
PLE



5　小論文の書き方の基礎

私
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
に
賛
成
で
あ
る
。

私
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
に
賛
成
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を

導
入
し
た
ほ
う
が
、
時
間
を
有
効
に
使
え
る
か
ら
だ
。

私
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
に
賛
成
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を

導
入
し
た
ほ
う
が
、
時
間
を
有
効
に
使
え
る
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム

に
よ
っ
て
時
間
を
一
時
間
先
に
進
め
れ
ば
、
日
没
は
現
在
よ
り
も
一
時
間
遅
く
な
る
。

す
る
と
、
日
の
高
い
う
ち
に
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
終
業
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間
を
仕

事
以
外
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
活
動
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
意
見
＋
理
由
＋
説
明
」
の
三
点
セ
ッ
ト
で
書
く

基
本
パ
タ
ー
ン
は
「
意
見
＋
理
由
」

ポ
イ
ン
ト
3

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
3

ポ
イ
ン
ト
2SAM
PLE



第 1部　導入編　6

私
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
に
賛
成
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を

導
入
し
た
ほ
う
が
、
時
間
を
有
効
に
使
え
る
か
ら
だ
。
た
と
え
ば
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム

に
よ
っ
て
時
間
を
一
時
間
先
に
進
め
れ
ば
、
日
没
は
現
在
よ
り
も
一
時
間
遅
く
な
る
。

す
る
と
、
日
の
高
い
う
ち
に
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
終
業
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間
を
仕

事
以
外
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
活
動
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
利
用
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

地
域
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

私
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
に
賛
成
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
役
立
つ
か
ら
だ
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
よ
っ
て
時
間
を
一
時
間
先
に

進
め
れ
ば
、
朝
涼
し
い
う
ち
に
仕
事
が
始
ま
り
、
夕
方
は
日
の
高
い
う
ち
に
仕
事
が

終
わ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
オ
フ
ィ
ス
で
冷
房
を
入
れ
る
時
間
も
、
電
灯
を
つ
け
る
時

間
も
短
く
な
る
。
ま
た
、
家
庭
で
の
照
明
点
灯
時
間
も
短
く
な
る
。
政
府
の
試
算
で

も
、
同
様
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
例
示
」
に
は
ウ
ソ
は
禁
物

理
由
は
二
つ
以
上
挙
げ
る

「
例
示
」
で
説
得
力
を
増
す

ポ
イ
ン
ト
5

ポ
イ
ン
ト
6

ポ
イ
ン
ト
4

ポ
イ
ン
ト
5

ポ
イ
ン
ト
6

ポ
イ
ン
ト
4SAM

PLE



7　小論文の書き方の基礎

私
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
に
賛
成
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に

は
防
犯
上
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
よ
っ
て
終
業
時
刻

が
早
ま
れ
ば
、
明
る
い
う
ち
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
、
帰
宅
途
中
に
ひ
っ
た
く
り

に
あ
う
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
夕
方
の
帰
宅
時
の
交

通
事
故
も
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。

夕
方
は
日
の
高
い
う
ち
に
仕
事
が
終
わ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
オ
フ
ィ
ス
で
冷
房
を
入

れ
る
時
間
も
、
電
灯
を
つ
け
る
時
間
も
短
く
な
る
。
ま
た
、
家
庭
で
の
照
明
点
灯
時

間
も
短
く
な
る
。
政
府
の
試
算
で
も
、
同
様
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
は
防
犯
上
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
サ

マ
ー
タ
イ
ム
に
よ
っ
て
終
業
時
刻
が
早
ま
れ
ば
、
明
る
い
う
ち
に
帰
宅
す
る
こ
と
が

で
き
、
帰
宅
途
中
に
ひ
っ
た
く
り
に
あ
う
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
も
減
少
す
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
夕
方
の
帰
宅
時
の
交
通
事
故
も
減
少
す
る
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導
入
に
賛
成
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。

第
一
に
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
導
入
し
た
ほ
う
が
、
時
間
を
有
効
に
使
え
る
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
に
よ
っ
て
時
間
を
一
時
間
先
に
進
め
れ
ば
、
日
没
は
現

在
よ
り
も
一
時
間
遅
く
な
る
。
す
る
と
、
日
の
高
い
う
ち
に
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
終

業
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間
を
仕
事
以
外
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
活
動
に
あ

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
利
用

し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
役
立
つ
か
ら
だ
。
サ
マ
ー
タ
イ

ム
に
よ
っ
て
時
間
を
一
時
間
先
に
進
め
れ
ば
、
朝
涼
し
い
う
ち
に
仕
事
が
始
ま
り
、

段
落
を
ま
と
め
て
文
章
を
つ
く
る

ポ
イ
ン
ト
7

ポ
イ
ン
ト
7

課
題

添
削

１
─
①

SAM
PLE



第 1部　導入編　16

第
1
部

　導
入
編

出
題
の
意
図
を
と
ら
え
て
答
案
を
つ
く
る

4

【
設
問
】　
職
場
で
は
、
現
在
、
終
身
雇
用
・
年
功
賃
金
と
い
っ
た
日
本
的
雇
用
慣
行

が
変
わ
り
、
実
力
主
義
的
色
彩
が
強
く
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
あ

な
た
に
と
っ
て
「
大
学
教
育
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

1 

出
題
意
図
を
つ
か
む

課
題
文
の
方
向
性
を
見
極
め
る

設
問
文
を
注
意
し
て
読
む

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

⃝

こ
の
課
の
ね
ら
い
⃝SAM

PLE



17　出題の意図をとらえて答案をつくる

新
入
社
員
の
三
割
「
将
来
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
か
も
」

今
年
度
の
新
入
社
員
の
約
三
割
が
「
将
来
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
考
え
て
い
る
こ
と
が
一
七
日
、
社
会
経
済
生
産
性
本
部
な
ど
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。

一
方
、
就
職
先
を
選
ぶ
際
「
会
社
の
将
来
性
」
を
最
も
重
視
し
た
人
は
過
去
最
低
水

準
の
一
〇
％
。
リ
ス
ト
ラ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
会
社
に
し
が
み
つ
こ
う
と
せ

ず
、
フ
リ
ー
タ
ー
も
進
路
の
一
つ
と
し
て
意
識
し
て
い
る
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
同
本
部
が
ま
と
め
た
「
働
く
こ
と
の
意
識
」
調
査
は
一
九
六
九
年
度
か
ら
毎

年
、
新
入
社
員
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
三
六
回
目
。
今
年
三
〜
四
月
に

同
本
部
が
行
っ
た
新
人
研
修
に
参
加
し
た
七
四
社
、
三
八
四
三
人
が
回
答
し
た
。
今

回
初
め
て
、
増
加
が
指
摘
さ
れ
る
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
意
識
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

三
一
％
が
「
将
来
、正
社
員
を
や
め
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
答
え
た
。

学
生
時
代
に
将
来
の
進
路
を
決
め
る
際
に
、フ
リ
ー
タ
ー
に
「
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
考
え
た
人
は
三
五
％
、「
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
考
え
た
人
も
二
一
％
い
た
。

（「
日
本
経
済
新
聞
」
二
〇
〇
四
年
六
月
一
八
日
付
よ
り
）

「
説
明
し
な
さ
い
」
と
「
述
べ
な
さ
い
」
は
違
う

設
問
文
を
分
解
し
て
考
え
る

2 

出
題
の
条
件
を
守
る

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

課題文例SAM
PLE



第 1部　導入編　18

法
則
か
ら
個
別
へ
―
演
繹
法

三
段
論
法
で
結
論
を
導
く

個
別
か
ら
法
則
へ
―
帰
納
法

3 

帰
納
と
演え

ん

繹え
き

―
も
の
の
考
え
方
の
法
則

4 

三
段
論
法
―
演
繹
法
の
応
用

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
1SAM
PLE



19　出題の意図をとらえて答案をつくる

結
論
を
決
め
て
論
証
す
る

論
証
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
小
前
提
」

5 

因
果
関
係
と
相
関
関
係

ポ
イ
ン
ト
3

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
3

ポ
イ
ン
ト
2

課
題

添
削

１
─
④

制
限
時
間
の

SAM
PLE



第 2部　基礎編　24

第
2
部

　基
礎
編

賛
成
・
反
対
を
問
う
問
題
を
書
く

1

問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
条
例
」
へ
の
賛
否

順
序
を
追
っ
て
考
え
る

⃝

こ
の
課
の
ね
ら
い
⃝

ア
プ
ロ
ー
チ
2

ア
プ
ロ
ー
チ
1

ア
プ
ロ
ー
チ
2

ア
プ
ロ
ー
チ
1

例
題

２
─
①

制
限
時
間
の

　
路
上
喫
煙
（
歩
き
た
ば
こ
）
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
し
た
人
に
最
高
二
万
円
の
過＊

料
を
課
す
全
国
初
の
条
例
、「
生
活
環
境
条
例
」
が
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
か
ら
東
京
都
千

代
田
区
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に
あ
な
た
は
賛
成
で
す
か
。
そ
の
理
由
を
明

確
に
し
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（
九
〇
〇
字
以
内
）

へ
の
賛
否

SAM
PLE



25　賛成・反対を問う問題を書く

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
検
討
す
る

賛
成
・
反
対
の
理
由
を
考
え
る

総
論
賛
成
、
各
論
反
対

ア
プ
ロ
ー
チ
5

ア
プ
ロ
ー
チ
4

ア
プ
ロ
ー
チ
3

ア
プ
ロ
ー
チ
5

ア
プ
ロ
ー
チ
4

ア
プ
ロ
ー
チ
3SAM

PLE



第 2部　基礎編　26

〇
　
意
　
見
―
―
　
高
校
生
に
制
服
は
不
要
で
あ
る
。

〇
　
理
　
由
―
―
　
①
私
服
の
ほ
う
が
自
分
ら
し
さ
を
表
現
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
②
皆
が
同
じ
服
装
を
す
る
必
要
は
な
い
。

〇
　
反
　
論
―
―
　
①
制
服
の
ほ
う
が
全
校
生
徒
の
一
体
感
を
醸
成
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
②
制
服
の
ほ
う
が
経
済
的
で
あ
る
。

〇
　
再
反
論
―
―
　
①�

高
校
生
の
段
階
で
は
、
一
体
感
の
醸
成
よ
り
も
個
人
の
主
体

性
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
②
「
個
性
」
と
い
う
価
値
は
、
経
済
的
価
値
に
勝
る
。

「
意
見
」
を
明
確
に
決
め
よ
う

基
本
パ
タ
ー
ン
は
「
意
見
→
反
論
→
再
反
論
」

「
意
見
」
よ
り
も
「
根
拠
」
が
重
要

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
3

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
3

SAM
PLE



27　賛成・反対を問う問題を書く

再
反
論
は
視
点
を
変
え
て

反
論
と
再
反
論
を
対
応
さ
せ
る

自
分
の
意
見
に
対
す
る
反
論
を
予
想
す
る

ポ
イ
ン
ト
6

ポ
イ
ン
ト
5

ポ
イ
ン
ト
4

ポ
イ
ン
ト
6

ポ
イ
ン
ト
5

ポ
イ
ン
ト
4

課
題

添
削

２
─
①

SAM
PLE



第 2部　基礎編　54

第
2
部

　基
礎
編

要
約
と
自
由
論
述
の
問
題
を
書
く

8

語
注

⃝

こ
の
課
の
ね
ら
い
⃝

例
題

２
─
⑧
　
　�
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
内
容
を
一
〇
〇
字
以
内
で
要
約
し
、
感
想
を
三
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

課題文

SAM
PLE



55　要約と自由論述の問題を書く

黒
川
温
泉
で
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
元
患
者
が
宿
泊
拒
否
さ
れ
た
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

ホ
テ
ル�

側
＝
「
元
患
者
で
あ
る
こ
と
を
ひ
た
隠
し
し
て
い
た
県
に
責
任
が
あ
る
」
県

に
責
任
転
嫁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

筆
者
＝�

社
会
に
今
な
お
残
る
偏
見
、
差
別
を
ど
う
な
く
す
か
と
い
う
重
い
問
い
を
突

き
付
け
ら
れ
た
・
企
業
と
し
て
の
倫
理
観
を
疑
う

菊
池
恵
楓
園
の
入
所
者
＝
「
暗
い
隔
離
地
代
を
思
い
起
こ
し
た
く
な
い
」

詩
人
・�

大
城
貞
俊
氏
＝
「
こ
の
病
で
糾
弾
さ
れ
る
べ
き
は
国
家
権
力
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
の
内
な
る
差
別
や
偏
見
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

筆
者
の�

結
論
＝
差
別
・
偏
見
の
根
深
さ
は
抜
き
が
た
い
、
社
会
全
体
が
原
点
に
戻
っ

て
考
え
る
べ
き
だ

筆
者
の
一
歩
先
を
述
べ
て
、
論
述
に
差
を
つ
け
る

字
数
に
合
わ
せ
て
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
る

課
題
文
の
メ
モ
を
つ
く
る

ア
プ
ロ
ー
チ
3

ア
プ
ロ
ー
チ
2

ア
プ
ロ
ー
チ
1

ア
プ
ロ
ー
チ
3

ア
プ
ロ
ー
チ
2

ア
プ
ロ
ー
チ
1

（
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）

課
題
文
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PLE



第 2部　基礎編　56

指
定
字
数
が
短
い
要
約
で
は
筆
者
の
主
張
を
ま
ず
押
さ
え
る

要
約
を
踏
ま
え
た
感
想
を
書
く

自
由
論
述
は
要
約
と
関
連
さ
せ
る

課
題
文
の
重
点
メ
モ
か
ら
要
約
に
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
拾
う

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
4

ポ
イ
ン
ト
3

ポ
イ
ン
ト
2

ポ
イ
ン
ト
1

ポ
イ
ン
ト
4

ポ
イ
ン
ト
3

SAM
PLE



57　要約と自由論述の問題を書く

自
分
の
考
え
と
そ
の
根
拠
・
具
体
例
を
決
め
る

背
景
・
現
象
・
問
題
点
・
解
決
の
パ
タ
ー
ン
で
考
え
る

ポ
イ
ン
ト
6

ポ
イ
ン
ト
5

ポ
イ
ン
ト
6

ポ
イ
ン
ト
5

ど
う
書
け
ば
説
得
力
の
あ
る
小
論
文
に
な
る
か
を
考
え
る

ポ
イ
ン
ト
7

ポ
イ
ン
ト
7

ポ
イ
ン
ト
5

ポ
イ
ン
ト
5

課
題

添
削

２
─
⑧

の
論
点
がSAM
PLE



第 3部　入試実践編　68

第
3
部

　入
試
実
践
編

グ＊

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
異＊

文
化
理
解

1

語
注

《
過
去
問
》
３
─
①
　
　�

私
た
ち
は
異
文
化
を
楽
し
み
も
し
ま
す
が
、
一
方
で
文
化
背
景
の
異
な
る
人
間
同
士
の
コ＊

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
難
し
い
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。（
八
〇
〇
字
以
内
）

SAM
PLE



69　グローバリゼーションと異文化理解

《
コ
メ
ン
ト
》
文
化
と
は
な
に
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
な
に
か
。

設
問
を
単
純
に
言
い
換
え
れ
ば
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ�

ー
シ
ョ
ン
と
い
わ
れ
る
と
、
我
々
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
外
国
人
と
の
会
話
、
す
な
わ
ち
異
な
る
母
語
を
有
し
た
人
間
同
士
の
会
話

で
し
ょ
う
。
日
本
人
が
イ
ギ
リ
ス
人
と
英
語
で
会
話
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。
異
な
る
価

値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
有
し
た
人
間
と
、
自
分
の
母
語
以
外
の
言
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
い
う
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
言
語
の
問
題
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
話
者
が
有
し
て
い
る
衣
食
住
の
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
起
因
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
理
解
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る

言
語
も
価
値
観
も
ど
ち
ら
も
文
化
で
す
が
、
設
問
に
お
け
る
「
文
化
背
景
」
が
ど
ち
ら
を
意
味
す
る
か
に
よ
っ
て
議
論
の
内
容
は
違�

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
違
い
を
無
視
し
て
「
文
化
」
と
い
う
語
で
ひ
と
く
く
り
に
し
て
議
論
を
進
め
る
と
、
文
章
の
部
分
部
分
で
「
文

化
」
と
い
う
語
の
意
味
す
る
も
の
が
微
妙
に
ず
れ
、
わ
か
り
に
く
い
文
章
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
ど
の
よ
う
な
意
味

で
「
文
化
背
景
」
を
理
解
し
て
い
る
の
か
を
限
定
し
て
お
く
こ
と
は
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
を
書
く
た
め
に
も
大
事
な
作
業
で
す
。

こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
情
報
の
伝
達
で
も
あ
り
、
相
手
の
い
い
た

い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
相
手
を
説
得
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
情
報
の
伝
達
を
指
し
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
相
手
に
共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
議
論
の
内
容
は

大
き
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
実
際
に
小
論
文
を
書
く
際
に
は
、「
文
化
背
景
の
異
な
る
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
は
、
自
分

と
は
異
な
る
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
有
し
た
人
間
に
は
な
か
な
か
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
場
合

に
よ
っ
て
は
批
判
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
と
い
う
事
態
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
や
、「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難

し
い
の
は
、
外
国
語
で
は
う
ま
く
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
意
思
疎
通
が
図
れ
な
い
か
ら
だ
」
な
ど
と
、
定
義
・
限

定
を
加
え
て
か
ら
小
論
文
を
書
く
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

SAM
PLE



第 3部　入試実践編　70
⃝

こ
う
考
え
よ
う
⃝

⃝

論
点
⃝

2   

言
葉
の
違
い
と
価
値
観
の
違
い
だ
け
が
問
題
で
は
な
い

1   

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
問
題
と
な
る
と
き

1   
定
義
・
限
定
か
ら
始
め
る

SAM
PLE



71　グローバリゼーションと異文化理解

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
英
語
が
世
界
共
通
語
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
こ

の
動
き
に
連
動
し
て
小
学
校
か
ら
英
語
教
育
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
あ

な
た
の
意
見
を
述
べ
な
さ
い
。（
一
〇
〇
〇
字
以
内
）

5   

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

4   

非
言
語
情
報
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

3   

失
敗
す
る
も
の
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ー
ワ
ー
ド

課
題

添
削

３
─
①
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第 5部　挑戦課題編　118

課
題

　
こ
の
文
章
に
は
、
福
祉
先
進
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
訪
問
し
た
筆
者
の
体
験
談
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
今
後
の
日
本
の
福
祉
に
は
何
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
か
。
あ
な
た
の
意
見
を
八
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

　
私
が
世
界
の
旅
に
出
た
目
的
も
、「
形
だ
け
で
な
い
、
心
温
ま
る
福
祉
」
を
求
め
て

で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
欧
米
で
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
訪
れ
る
な
か
で
、「
何
不

自
由
な
い
生
活
に
見
え
る
が
、
こ
の
人
は
本
当
に
幸
せ
な
の
か
？
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ケ
ア
付
き
住
宅
で
「
こ
こ

の
お
年
寄
り
は
、
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
の
？
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
お
世
話

の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、「
あ
り
余
る
時
間
、や
る
こ
と
が
な
い
の
よ
」と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
。
ま
た
、「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
齢
者
福
祉
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
」
と
言
う
と
、

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
、
孤
独
な
老
人
が
多
く
、
問
題
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
い
う
答

え
が
い
つ
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
か
ら
返
っ
て
く
る
。

　
し
か
し
、
私
は
、
欧
米
の
お
年
寄
り
と
接
す
る
と
き
に
は
、
い
つ
も
「
こ
の
人
は
、

日
本
で
な
ら
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
な
？
ど
ん
な
お
世
話
が
受
け
ら
れ
る

か
な
？
」
と
い
う
目
で
見
て
き
た
。
そ
ん
な
目
で
見
る
と
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
ほ

う
が
大
き
く
遅
れ
て
い
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。日
本
の
六
〇
万
人
以
上
の「
寝

か
せ
き
り
老
人
」
が
、「
死
ぬ
ま
で
床
の
上
で
暮
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
現
状
は
、

「
孤
独
」
や
「
生
き
が
い
の
欠
如
」
を
と
や
か
く
言
う
以
前
の
問
題
だ
、
と
い
う
の
が

私
の
結
論
だ
。

　「
日
中
は
床
か
ら
離
れ
、
車
い
す
で
外
出
も
で
き
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
が
保
障

さ
れ
れ
ば
、
あ
と
は
本
人
や
家
族
の
自
助
努
力
で
「
孤
独
」
や
「
生
き
が
い
」
の
問
題

は
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
寝
か
せ
き
り
の
ま
ま
で
は
、
い
く
ら
自
立

心
が
旺
盛
で
社
交
的
な
お
年
寄
り
も
、
生
き
が
い
や
話
し
友
だ
ち
を
持
ち
よ
う
が
な
い
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
ア
ン
キ
ー
さ
ん
（
二
三
歳
）
に
「
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
の
な
か
に
は
、
淋
し
そ
う
な
人
も
い
る
ね
」
と
言
う
と
、「
そ
れ
は
、

お
年
寄
り
本
人
の
問
題
で
し
ょ
う
。
福
祉
制
度
の
問
題
じ
ゃ
な
い
わ
。
私
た
ち
の
仕
事

は
、
老
い
て
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、
お
年
寄
り
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
き
、
人

と
出
会
い
、
幸
せ
に
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
制
度
的
に
保
障
す
る
こ
と
で
す
。
最
終
的
に
、

お
年
寄
り
が
幸
せ
か
ど
う
か
ま
で
は
、
責
任
が
持
て
ま
せ
ん
。
幸
せ
は
、
自
分
で
つ
か

む
も
の
。
他
人
か
ら
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
」
と
彼
女
は
キ
ッ
パ
リ
答
え
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
キ
ー
さ
ん
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
な
ぜ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

介
護
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
な
い
の
か
？
」。
彼
女
の
答
え
は
強
烈
で
あ
っ
た
。

「
い
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
人
は
、
毎
日
外
出
が
で
き
る
。
で
も
、

い
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
会
え
な
か
っ
た
人
は
、
一
日
じ
ゅ
う
ベ
ッ
ド
の
上
の
生
活
。

こ
れ
は
、
お
か
し
い
わ
。
な
ぜ
な
ら
、『
寝
か
せ
き
り
に
さ
れ
な
い
』
と
い
う
こ
と
は
、

権
利
と
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
す
べ
て
に
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
常
生
活

に
不
自
由
が
な
く
、
そ
の
う
え
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
遊
び
に
行
く
の
な
ら
い

い
け
れ
ど
、
日
常
生
活
の
基
本
的
な
人
権
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
る
な
ん

て
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
」。
さ
ら
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
共
働
き
社
会
で
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
る
時
間
的
余
裕
の
あ
る
人
が
も
と
も
と
少
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
京
都
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
の
事
務
局
で
受
け
る
相
談
の
内
容
と
言
え
ば
、「
リ
ハ
ビ
リ
に
行
き
た
い
の
で
、
ボ

第
5
部

　挑
戦
課
題
編

日
本
の
福
祉
に
は
何
が
必
要
か

7

課
題

添
削

５
─
⑦

課題文

課題文
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119　日本の福祉には何が必要か

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
」
と
か
、「
週
に
二
回
は
外
出
し
た
い
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
」
と
か
、
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
ほ
し
い
と
い
う
相
談
が
多
い
か
ら
だ
。
つ
く
づ
く
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
多
く
は
、

本
来
行
政
が
や
る
べ
き
こ
と
の
肩
代
わ
り
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。

　
海
外
を
回
っ
た
結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、「
寝
か
せ
き
り
に
さ
れ
な
い
こ
と
は
、

お
年
寄
り
の
権
利
と
し
て
無
条
件
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
日
本
の
寝
か
せ
き
り
老
人
を
減
ら
せ
る
か
？

　
寝
か
せ
き
り
に
さ
れ
な
い
こ
と
を
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
た
う
え
で
、「
ど
の
よ
う

な
幸
せ
な
生
活
を
す
る
か
」、「
い
か
に
生
き
が
い
や
話
し
相
手
を
持
つ
か
」
な
ど
と

い
う
精
神
的
な
部
分
は
、
あ
る
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
し
て
、

家
族
任
せ
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
な
る
「
寝
か
せ
き
り
に

さ
れ
な
い
」
こ
と
を
日
本
に
生
き
る
す
べ
て
の
高
齢
者
の
権
利
と
し
て
守
る
た
め
に
は
、

公
的
福
祉
の
充
実
が
不
可
欠
だ
。

（
山
井
和
則
『
世
界
の
高
齢
者
福
祉
』
岩
波
新
書
）
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は
じ
め
に 

  

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
般
入
試
に
せ
よ
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
せ
よ
、
大
学
・
短
大
に
合
格

す
る
た
め
に
必
要
な
「
小
論
文
」
を
書
く
力
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
論
文
問
題
で
求
め
ら
れ
る
記
述
力
は
、
体
験
に
基
づ
い
て
感
想
や
想
い
を
個
性
的
に
書
く
作

文
と
は
違
い
、
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
、
か
つ
説
得
力
の
あ
る

内
容
で
書
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
本
を
忠
実
に
守
り
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
を
自
分
な
り
に
考
え
、
適
切
な
用
語
を
使
い
、
筋
道
を
立
て
た
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
実
際

に
書
く
練
習
を
繰
り
返
し
積
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
近
年
の
小
論
文
間
題
に
則
し
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
よ
い

の
か
を
基
本
か
ら
入
試
実
践
レ
ベ
ル
ま
で
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
設
問
の
形
式
ご
と
に
、
そ
の
説
明
に
従
っ
て
自
分
自
身
で
考
え
、
か
つ
実
際
に
原
稿
用

紙
に
書
く
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
行
い
ま
す
の
で
、
記
述
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
間
題
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
・
考
え
を
も

つ
こ
と
が
自
然
と
身
に
つ
き
ま
す
の
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
大
い
に
役
に
立
つ
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。 

  

・
テ
キ
ス
ト
の
構
成 

「
導
入
編
」「
基
礎
編
」「
入
試
実
践
編
」「
志
望
理
由
書
の
書
き
方
編
」「
挑
戦
課
題
編
」
の
５

部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
導
入
編
」
５
講
座
「
基
礎
編
」
１
０
講
座
「
入
試
実
践
編
」
９
講
座 

各
講
座
の
最
初
に
「
学
習
の
ね
ら
い
」
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
目
標
に
学
習
を
進
め

ま
す
。
各
講
座
の
最
後
に
は
、
指
示
に
従
っ
て
自
分
で
実
際
に
書
く
「
課
題
」
が
つ
い
て
い
ま

す
。 

 

「
志
望
理
由
書
の
書
き
方
編
」
１
講
座 

AO

入
試
な
ど
で
求
め
ら
れ
る
志
望
理
由
書
の
書
き
方
を
解
説
し
ま
す
。
「
課
題
」
で
実
際
に

志
望
理
由
書
を
書
き
ま
す
。 

 
「
挑
戦
課
題
編
」
８
講
座 

小
論
文
の
演
習
で
す
。
１
～
７
講
座
は
あ
る
程
度
長
い
文
章
を
読
ん
で
取
り
組
む
小
論
文
が

「
課
題
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８
講
座
は
テ
ー
マ
型
小
論
文
の
「
課
題
」
を
３
題
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。 

  

す
べ
て
の
講
座
に
「
課
題
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
自
分
自
身
で
原
稿
用
紙
に
書
く
こ

と
で
記
述
力
を
養
成
し
ま
す
。 

※
「
課
題
」
は
全
て
添
削
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

  

導
入
編
…
…
小
論
文
の
基
本
的
な
書
き
方
を
確
認
し
ま
す
。 

← 基
礎
編
…
…
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
の
小
論
文
問
題
へ
の
対
応
の
し
か
た
を
具
体
的
に
学
び

ま
す
。 

← 入
試
実
践
編
…
…
過
去
の
小
論
文
を
取
り
上
げ
、
実
際
に
ど
う
書
け
ば
合
格
答
案
に
な
る
の
か

を
知
り
、
実
践
的
な
力
を
養
い
ま
す
。 

← 志
望
理
由
書
の
書
き
方
講
座
…
…
志
望
理
由
書
の
基
本
的
な
書
き
方
を
確
認
し
ま
す
。 

← 挑
戦
課
題
編
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
実
際
に
小
論
文
を
書
き
ま
す
。 

  

・
添
削
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

「
課
題
」
の
ア
イ
コ
ン
が
つ
い
て
い
る
問
題
は
添
削
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
はU

RL

：http://ckt-hanbai.co.jp/tensakukouza-guide/

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
左
のQ

R

コ
ー
ド
か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。 

※
お
申
込
み
は
塾
・
教
室
単
位
と
な
り
ま
す
。
個
人
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
。 

 

・
添
削
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

課
題

添
削

の
ア
イ
コ
ン
が
つ
い
て
い
る
問
題
は
添
削
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
はU

RL

：http://ckt-hanbai.co.jp/tensakukouza-guide/

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

お
申
込
み
は
塾
・
教
室
単
位
と
な
り
ま
す
。
個
人
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
。

「
高
校
ゼ
ミ
Ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
小
論
文
」で
は
課
題
の
添
削（
有
料
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
導
入
編
」
５
講
座

　
「
基
礎
編
」
10
講
座

　
「
入
試
実
践
編
」
９
講
座

　
「
志
望
理
由
書
の
書
き
方
編
」
１
講
座

　
「
挑
戦
課
題
編
」
８
講
座

全
て
の
講
座
に
添
削
（
有
料
）
に
対
応
す
る

課
題

添
削

が
つ
い
て
い
ま
す
。
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